
質
問
一

国
保
税
の
値
下
げ
は
可
能
と

思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

二

３９
歳
以
下
の
人
は
、
均
等
割
額
に

お
い
て
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
分

と
介
護
納
付
金
課
税
分
を
ゼ
ロ
に
。

三

国
保
税
の
取
り
立
て
方
法
は
。

四

無
保
険
者
の
存
在
を
ど
う
見
る
か
。

五

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
の
法

定
外
の
繰
り
入
れ
の
方
針
は
。

六

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
に
よ
り

大
幅
に
国
保
税
が
上
が
る
が
、
見
解
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

賦
課
方
式
の
変
更

を
国
保
運
営
協
議
会
へ
諮
問
中
な
の
で
、

答
申
が
ま
と
ま
り
次
第
報
告
す
る
。

二

加
入
者
の
年
齢
に
よ
る
特
別
な
減

免
制
度
は
、
賦
課
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
設
け
る
考
え
は
な
い
。

三

十
分
な
担
税
力
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
少
額
の
納
付
や
納
付
の
な
い

人
に
対
し
て
は
、
換
価
性
の
高
い
債
権

を
中
心
に
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
る
。

四

生
活
習
慣
病
等
の
リ
ス
ク
を
考
え

る
と
公
的
医
療
保
険
制
度
に
加
入
す
べ

き
で
、
無
保
険
者
を
減
ら
す
よ
う
努
め

る
。

五

国
保
事
業
の
安
定
し
た
運
営
の
た

め
、
適
正
な
繰
り
入
れ
に
努
め
る
。

六

国
保
の
広
域
化
を
視
野
に
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
や
軽
減
割
合
を
拡
大

し
て
き
た
。
持
続
可
能
な
国
保
制
度
の

た
め
、
広
域
化
は
必
要
で
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
作
成
を
前
に
し
て

質
問
一

市
内
の
交
通
事
故
の
発
生
状

況
は
。

二

交
通
事
故
対
策
は
。

三

市
内
の
交
通
渋
滞
の
状
況
は
。

四

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
は
。

五

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
等
の
安
全
柵
設
置

に
お
け
る
基
準
は
。

六

無
線
通
信
局
と
花
み
ず
き
住
宅
の

交
差
点
の
鉄
パ
イ
プ
の
設
置
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
２４
年
中
、
死

亡
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。
人
身
事

故
は
前
年
比
７
件
減
少
し
、
物
件
事
故

は
前
年
比
８５
件
増
加
し
て
い
る
。

二

鶴
ヶ
島
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

に
よ
る
街
頭
指
導
や
交
通
指
導
員
に
よ

り
っ
し
ょ
う

る
立
哨

活
動
な
ど
で
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

三

交
通
渋
滞
の
発
生
箇
所
は
、
時
間
、

場
所
等
に
よ
っ
て
異
な
る
。
交
通
量
が

増
加
す
る
時
間
帯
に
交
通
渋
滞
が
発
生

し
や
す
い
。

四

一
般
の
方
対
象
の
自
転
車
安
全
利

用
講
習
会
や
高
齢
者
対
象
の
自
転
車
安

全
運
転
講
習
会
を
開
催
し
て
い
く
。

五

国
土
交
通
省
の
防
護
柵
の
設
置
基

準
、
埼
玉
県
の
道
路
設
計
基
準
な
ど
を

設
置
の
基
準
と
し
て
い
る
。

六

歩
行
者
の
待
避
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
車
に
よ
る
歩
行
者
巻

き
込
み
事
故
防
止
の
た
め
に
設
置
し
た
。

◎
そ
の
他
の
質
問

武
道
の
必
修
化
に

お
け
る
課
題

高
い
国
保
税
の

値
下
げ
を�

田

克
彦
議
員

答
申
が
ま
と
ま
り
次
第
報
告
す
る

人身事故が前年比７件減少

出雲敏太郎 議員

市の交通安全対策に
ついて

つるがしま市議会だより第１６４号 〔１２〕


